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７
月
20
日
（
日
）、町
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、『
カ

ブ
ト
虫
相
撲
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
小
学
生
や
園
児
ら
約
5
0
0
人
が
参

加
し
、
自
慢
の
カ
ブ
ト
虫
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
社
会
福
祉
法
人
愛
生
会
が
主
催

し
た
も
の
で
、
今
年
で
26
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
ク
ヌ
ギ
の
丸
太
（
直
径
20
㎝
）
の
上
で

勝
負
す
る
『
相
撲
の
部
』、
い
か
に
早
く
走
る
か
を

競
う
『
競
歩
の
部
』、
１
本
の
綱
の
上
を
渡
り
き
る

早
さ
を
競
う
『
綱
渡
り
の
部
』、
カ
ブ
ト
虫
に
ミ
ニ

カ
ー
を
引
か
せ
る
『
力
く
ら
べ
の
部
』
で
勝
負
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
種
目
と
な
る
『
相
撲
の
部
』
で
は
、
行
司

の
「
は
っ
け
よ
い
の
こ
っ
た
！
」
の
声
で
取
組
が
始

ま
る
と
、
親
方
と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
カ
ブ
ト

虫
に
向
か
っ
て
『
頑
張
れ
！
』『
い
け
、
い
け
！
』

と
声
援
を
送
り
、
取
組
を
見
守
り
ま
し
た
。
カ
ブ
ト

虫
同
士
が
角
を
突
き
合
わ
せ
て
、
相
手
を
押
し
出
す

『
突
き
出
し
』
や
『
に
ら
み
出
し
』
な
ど
の
技
が
次
々

に
繰
り
出
さ
れ
る
な
ど
、
見
ご
た
え
の
あ
る
取
組
が

多
数
あ
り
、
ま
た
、
大
会
を
一
番
盛
り
上
げ
た
の
は
、

頭
部
の
下
に
角
を
入
れ
て
投
げ
る
『
背
負
い
上
げ
』

で
、
技
が
決
ま
る
と
大
人
も
子
ど
も
も
大
興
奮
し
、

会
場
全
体
か
ら
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
カ
ブ
ト
虫
相
撲
大
会
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

めざせ最強横綱！めざせ最強横綱！

すくい背負い上げ～ !!すくい背負い上げ～ !!

▲ 大会会場の様子▲ 相撲の部▲ 綱渡りの部

▲ 競歩の部▲ 力くらべの部

 

相
撲
の
部
総
合
優
勝

  

宮
崎　

優ゆ
う
だ
い太

く
ん　

 （
志
布
志
小
２
年
生
）

宮崎くんの優勝コメント
「優勝できて本当にうれしいです。」
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